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のわれわれの具体的現実の中で問い直され
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前での厳しい自分中心主義の否定とに結びつけられて問題にされる
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することが同時に自分自身のあり方を根本的に問題とすることになるよ
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うな関係である
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うした根本的な問題性をあばき批判するという意味で『批判の府』とし
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ての大学
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教主義というのは、キリスト教が自己を答えとして絶対化することとは










4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
異なるものとともに生き、課題をともに担うなかで、自ら問いつつまた
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問われ、教えつつまた学ぶことを可能にするような原理でなければなら
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ないのではないか。
4 4 4 4 4 4 4 4 4
」（傍点筆者）30)
　本学経済学部で現在行われているチャペル・アワーのプログラム31) も原則上記の
傍点部分に特に留意して運営されており、新任の教員の方にもこの言葉をもってプ
ログラムの趣旨説明と協力の依頼がなされている。
　本稿の冒頭で言及したように現代は、「国際化」のただ中にあり、これまで一種
のガラパゴス状態であった日本においても宗教や文化、そして言語の多様化に対応
することがようやく求められてきている。その中で、日本の近代化の歴史において、
教育の分野でなにがしかの影響を有してきたキリスト教ないしはキリスト教（主義）
教育もその本質が問われている。ともすれば、教条的な安易さに流れたり、敬して
遠ざけたりしがちな宗教的な建学の理念であるが、上記の姿勢を続けるなら、その
時代時代に必要な形で、大学が本来持つべき「批判の府」たる本質を維持する仕組
みになる可能性があると言えよう。
30)　ibid.255 頁
31)　現在実施しているプログラム内容に関しては、他稿で改めて紹介し検証の対象とすることに
する。ただ、本学経済学部のチャペル・プログラムが現在、キリスト者ならびに非キリスト
者にかかわらず、経済学部所属の全専任教員によって担われ、また、授業日の毎日、プログ
ラムが開催されていること（神学部はその設立の目的からしてチャペル・アワーのプログラ
ムがきわめて重要なことであり、そして、専任教員も伝道者養成を目的としているため、全
員がキリスト者であり、また、チャペル・アワーのプログラムに全員が責任を有して関わる
ことは職務上当然のことであると言えよう。しかし、他学部においてはまさに様々な立場と
専門性を有しているものがその構成員であるからことから、それらのものが何の報酬もなく
貴重な研究時間を割いて負担するということは、特筆すべきことであると言いうる。
　　　大学紛争によって問われた事柄は当時のキリスト教（主義）教育が一部のキリスト者によっ
て担われてきたことで、キリスト教が自明の存在として本質的に問われることがなかったこ
とも大きな部分を占めていたことから、「代行提案」によって問われた「自らの立場を絶対化
しない」で異なる立場からの問いを常に意識することが目的とされたことから考えると、経
済学部においてはそのことが少なくとも意識されていると言えよう。
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結び
　以上、日本の近代化の中で、一般的な宗教組織ではなく、教育の分野において少
なからぬ影響を有してきたキリスト教と学校の関係に関して考察を続けて来た。現
在の大学ならびに社会が置かれている状況は「国際化」が進み、また右肩上がりの
経済成長とは異なり経済も停滞あるいは下降していく中で、少子高齢化が急速に進
むという大きな変化の状況にある。そして、多くのキリスト教（主義）学校におい
てもキリスト教を実質的な意味において建学の理念として堅持することが困難な状
況にある。そういう意味において、多くのキリスト教（主義）学校が創立当初の志
を維持することが難しくなっているが、大学紛争時に多くのキリスト教（主義）学
校が問われたキリスト教ならびにそれを建学の理念としていることの意味を、現在
改めてその当時の原点に立ち返ることで、そこから現在ならびに将来に対して、キ
リスト教（主義）が有する意義と可能性が改めて明らかになったと言えよう。その
可能性に向けての様々な現代的取り組みとその評価に関しては、次の考察の対象と
する。
